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➢麻しん（はしか）が国内外で流行中

➢県内でも、７年ぶりに麻しん患者が確認され、

令和８年に入って本日（７月２日）時点で７名の感染を確認

➢国民の約95%はウイルスに対する抗体を持っており、

集団免疫ができているため、過度に心配をする必要はないが

適切な感染対策に努めていただきたい

麻しん（はしか）にご注意ください

〇麻しんの特徴
• 感染力が極めて高く、空気感染するため、マスクをすり抜ける可能性がある。

• ワクチン未接種など免疫を持っていない人が感染すると、高い頻度で確率で発症する。
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➢ ２回の接種で95％以上の方に麻しんウイルス抗体が得られます

ワクチンの接種が推奨されています

① 定期接種

• １歳児と小学校就学前１年間のこどもが対象

積極的に早期の接種を
ご検討ください

② 任意接種

• 過去の罹患歴や２回の接種を確認できない方

追加接種を
ご検討ください

特に注意が必要 ・・・ 乳幼児や免疫が低下した方は重症化しやすい

・空港職員、観光業スタッフなど渡航者と接触する機会の多い方

・海外渡航を検討している方

こども等への感
染を防ぐために

流行地域からの
感染を防ぐために

・ 県ホームページに接種可能な医療機関を掲載しています。(→こちらから）

・ 乳幼児や免疫が低下した方のご家族

https://www.pref.toyama.jp/120511/kurashi/kenkou/iryou/kj00019007.html
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